
維
持
管
理
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

託
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

障
害
児
等
に
対
す
る

保
健
事
業
に
つ
い
て

議
員

障
害
児
等
に
対
し
、
ど

の
よ
う
な
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
る
の
か
。

医
療
保
健
セ
ン
タ
ー
事
務
長

乳
幼
児
健
診
希
望
の
場
合
、
時

間
を
ず
ら
す
等
配
慮
し
、
相
談

事
業
を
中
心
と
し
た
対
応
を
し

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
在
宅
障
害
児
に
対

し
「
在
宅
療
養
児
童
支
援
連
携

協
議
会
」
を
発
足
し
て
い
ま
す
。

議
員

在
宅
療
養
児
童
支
援
連

携
協
議
会
は
、
保
健
、
福
祉
、

医
療
が
情
報
を
共
有
し
、
チ
ー

ム
ケ
ア
を
提
供
し
て
い
く
こ
と

が
目
的
と
理
解
。
ぜ
ひ
実
現
す

る
よ
う
要
望
す
る
。

都
市
整
備
部
長

建
築
物
に
関

し
て
は
市
長
に
権
限
が
あ
り
ま

す
の
で
、
平
成
15
年
度
に
実
施

す
る
よ
う
に
い
た
し
ま
す
。

議
員

都
市
計
画
道
路
で
見
通

し
が
立
た
な
い
他
路
線
や
、
県

立
戸
田
公
園
地
区
に
つ
い
て
も
、

併
せ
て
県
に
対
し
、
粘
り
強
く

要
望
願
う
。

環
境
空
間
の
整
備
に
つ
い
て

議
員

戸
田
公
園
駅
周
辺
の
状

況
は
。

都
市
整
備
部
長

戸
田
公
園
駅

東
口
緑
地
は
自
然
的
空
間
と
し
、

散
策
路
を
テ
ー
マ
に
整
備
を
行

い
ま
す
。
環
境
空
間
は
「
心
の

中
山
道
」
を
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
山

道
４
０
０
周
年
に
絡
め
、
様
々

な
事
業
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
鍛
冶
屋
緑
地
の
よ
う
に
、

ろ
か
ら
、
学
習
会
や
先
進
自
治

体
へ
の
視
察
な
ど
も
実
施
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

こ
ど
も
の
国
プ
ー
ル

利
用
の
改
善
を

議
員

こ
ど
も
の
国
プ
ー
ル
の

団
体
利
用
日
程
を
、
広
報
・
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
知
ら
せ
て
ほ
し

い
。

教
育
部
長

広
報
で
早
い
時
期

に
お
知
ら
せ
し
、
ま
た
、
最
新

情
報
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
で
き
る
よ
う
、
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。議

員

一
般
利
用

と
団
体
利
用
の
バ

ラ
ン
ス
を
改
善
し

て
ほ
し
い
旨
の
要

望
が
あ
る
が
。

教
育
部
長

各
団

体
の
利
用
日
、
利

用
人
数
等
に
つ
い

て
協
力
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
同
一

時
間
帯
に
団
体
が

重
な
ら
な
い
よ

う
、
十
分
配
慮
し

て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員

計
画
決
定
後
、
20
年
た

っ
て
も
整
備
の
見
通
し
が
つ
か

ず
、
規
制
が
続
い
て
い
る
が
、

今
後
の
廃
止
や
変
更
は
。

都
市
整
備
部
長
　
平
成
32
年
の

将
来
交
通
量
予
測
の
結
果
、
片

側
２
車
線
の
４
車
線
が
必
要
で
、

駅
前
広
場
か
ら
も
計
画
の
見
直

し
は
で
き
な
い
と
考
え
ま
す
。

議
員

整
備
の
見
通
し
も
立
た

ず
、
変
更
も
で
き
な
い
の
で
あ

れ
ば
、
住
民
の
強
い
要
望
の
３

階
建
住
宅
を
許
可
で
き
な
い
か
。

議
員

一
昨
年
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
新
曽
ま
ち
づ
く
り
事
業
は
、

参
加
状
況
が
悪
く
心
配
で
あ
る
。

地
区
の
基
本
的
要
求
や
状
況
を

把
握
し
、
住
民
と
の
信
頼
関
係

を
築
く
た
め
に
、
担
当
は
地
域

を
訪
問
し
、
意
見
を
聞
い
て
み

る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長

全
体
く
ま
な

く
訪
問
す
る
こ
と
は
現
体
制
で

は
困
難
で
す
が
、
熱
意
の
あ
る

地
域
、
問
題
の
場
所
な
ど
絞
っ

て
訪
問
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

議
員

小
単
位
の
懇
談
会
、
テ

ー
マ
別
懇
談
会
の
開
催
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
て
は
ど

う
か
。

都
市
整
備
部
長

お
話
の
と
お

り
、
関
係
地
区
を
小
さ
く
区
切

り
、
懇
談
会
な
ど
を
実
施
し
て

い
く
中
で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

方
式
も
検
討
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

議
員

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
を

早
急
に
つ
く
り
、
学
習
会
や
先

進
自
治
体
へ
の
視
察
を
行
う
べ

き
で
は
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長

協
議
会
な
ど

の
組
織
が
立
ち
上
が
っ
た
と
こ

議
員

平
和
行
政
に
つ
い
て
、

世
界
中
に
「
イ
ラ
ク
戦
争
反
対
」

の
声
が
広
が
る
中
で
、
米
国
・

英
国
・
ス
ペ
イ
ン
等
が
国
連
安

保
理
に
新
決
議
案
を
提
出
し

た
。罪

の
な
い
イ
ラ
ク
国
民
が
殺

さ
れ
る
こ
と
は
、
人
道
上
か
ら

も
許
さ
れ
な
い
し
、
日
本
に
お

い
て
も
７
割
以
上
の
国
民
が
戦

争
反
対
、
と
い
う
世
論
調
査
が

報
道
さ
れ
て
い
る
。

日
本
政
府
に
対
し
、
戸
田
市

の
長
と
し
て
、
国
連
査
察
委
員

会
の
体
制
強
化
を
図
り
、
あ
く

ま
で
も
平
和
的
解
決
の
た
め
に
、

真
摯
な
外
交
努
力
を
行
う

よ
う
働
き
か
け
る
と
と
も

に
、
市
長
と
し
て
態
度
表

明
を
し
て
は
。

市
長

イ
ラ
ク
の
大
量
破

壊
兵
器
開
発
疑
惑
に
対
す

る
問
題
は
、
米
国
・
英

国
・
ス
ペ
イ
ン
の
３
カ
国

が
、
国
連
安
保
理
に
新
決

議
案
を
提
出
。
米
国
の
動

向
か
ら
、
武
力
行
使
に
踏

み
切
る
こ
と
も
予
想
さ

れ
、
事
態
は
極
め
て
緊
迫

し
た
状
況
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。

多
く
の
国
で
、
武
力
行
使
に

強
く
反
対
し
、
平
和
解
決
の
道

を
求
め
て
お
り
ま
す
。
国
際
社

会
が
協
調
し
て
、
問
題
の
解
決

を
図
っ
て
い
く
べ
き
で
す
。

議
会
で
も
全
会
一
致
で
「
意

見
書
」
が
可
決
さ
れ
、
私
の
思

い
も
同
じ
で
あ
り
、
国
に
対
し

て
、
平
和
的
解
決
に
向
け
、
最

後
ま
で
外
交
努
力
を
し
て
も
ら

う
よ
う
、
要
望
書
を
送
付
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

高
齢
者
医
療
と
パ
ワ
ー

リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て

議
員

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
を

使
っ
て
体
の
動
き
を
取
り
戻
す

「
パ
ワ
ー
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
」
が
、
介
護
予
防
や
自
立
支

援
に
つ
な
が
る
と
注
目
さ
れ
、

全
国
に
広
が
り
つ
つ
あ
る
。
本

市
に
お
い
て
も
導
入
し
て
は
。

医
療
保
健
セ
ン
タ
ー
事
務
長

虚
弱
老
人
を
対
象
に
、
日
常
生

活
能
力
の
改
善
の
た
め
、
身
体

的
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
も
の

で
、
現
段
階
で
は
医
療
機
関
に

お
い
て
行
わ
れ
て
お
り
、
効
果

が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

川
崎
市
で
も
、
平
成
15
年
度

か
ら
モ
デ
ル
事
業
が
始
ま
る
の

で
、
情
報
収
集
に
努
め
、
事
業

展
開
の
あ
り
方
等
、
研
究
し
て

ま
い
り
た
い
。

議
員

雇
用
対
策
法
で
は
、
新

た
に
自
治
体
の
雇
用
施
策
に
関

す
る
責
任
が
明
確
に
さ
れ
た
。

①
戸
田
市
の
取
り
組
み
は
。

②
市
役
所
に
労
働
相
談
窓
口
を

設
置
し
て
は
。

③
地
域
の
労
働
実
態
調
査
の
実

施
を
。

④
職
業
訓
練
や
労
働
法
規
の
学

習
機
会
の
充
実
を
。

⑤
労
働
者
の
多
く
が
中
小
企
業

で
働
い
て
い
る
。
県
の
中
小
企

業
振
興
基
本
条
例
に
つ
い
て
、

ど
う
受
け
と
め
て
い
る
か
。

市
民
生
活
部
長
　
①
国
県
の
事

業
や
各
種
の
助
成
金
等
を
有
効

に
活
用
し
て
、
雇
用
対
策
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
14
年

度
に
雇
用
施
策
の
情
報
を
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
ま
と
め
ま
し
た
。

市
内
企
業
の
求
人
開
拓
や
人

材
育
成
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
求
人
情
報
の
提
供
等
も
行

っ
て
い
ま
す
。

②
相
談
は
、
県
労
働
商
工
セ
ン

タ
ー
で
実
施
し
て
お
り
、
既
存

の
市
民
相
談
窓
口
も
利
用
で
き

る
と
考
え
ま
す
。

③
統
計
を
と
り
ま
と
め
、
実
態

把
握
に
さ
ら
に
努
め
ま
す
。

④
パ
ソ
コ
ン
講
座
や
能
力
開
発

支
援
講
座
、
労
働
学
院
開
催
を

行
い
ま
す
。

⑤
中
小
企
業
対
策
に
真
剣
に
取

り
組
む
県
の
姿
勢
を
示
し
た
も

の
と
と
ら
え
て
お
り
、
市
と
し

て
も
積
極
的
に
活
用
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

一 般 質 問一 般 質 問
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寝たきりゼロ� �

寝た�

「ろうけん」�

男女共同参画社会� 教育行政�

　　　　回収増�
　　　　　　　　持ち去り対策�

「大地の森」�

　　　　　　　家賃助成�

通学区の選択制�
　　　　　新曽川口線の整備�

新曽中央地区� 平和的解決�

雇用・失業問題� �
待機者�

待機児童�

斎藤　直子　議員�

都市計画道路�
　　　　　新曽川口腺　　　は�

寝たきりゼロ�

寝た�

「ろうけん」�

男女共同参画社会� 教育行政�

　　　　回収増�
　　　　　　　　持ち去り対策�

�
　　「大地の森」�

　　　　　　　家賃助成�

通学区の選択制�
　　　　　新曽川口線の整備�

新曽中央地区� 平和的解決�

雇用・失業問題� �
待機者�

待機児童�

　　　　　新曽川口線の整備�寝たきりゼロ� �

寝た�

「ろうけん」�

男女共同参画社会� 教育行政�

　　　　回収増�
　　　　　　　　持ち去り対策�

「大地の森」�

　　　　　　　家賃助成�

通学区の選択制�
　　　　　新曽川口線の整備�

新曽中央地区�� 平和的解決�

雇用・失業問題� �
待機者�

待機児童�

花井　伸子　議員�

　　　　　　のまちづくりは�

寝たきりゼロ�

寝た�

「ろうけん」�

男女共同参画社会� 教育行政�

　　　　回収増�
　　　　　　　　持ち去り対策�

�
　　「大地の森」�

　　　　　　　家賃助成�

通学区の選択制�
　　　　　新曽川口線の整備�

新曽中央地区�� 平和的解決�

雇用・失業問題� �
待機者�

待機児童�

新曽中央地区�

寝たきりゼロ� �

寝た�

「ろうけん」�

男女共同参画社会� 教育行政�

　　　　回収増�
　　　　　　　　持ち去り対策�

「大地の森」�

　　　　　　　家賃助成�

通学区の選択制�
　　　　　新曽川口線の整備�

新曽中央地区� 平和的解決�

雇用・失業問題� �
待機者�

待機児童�

庄司　慎　議員�

イラク問題の　　　　　を�
　　　　　　政府に働きかけては�

寝たきりゼロ�

寝た�

「ろうけん」�

男女共同参画社会� 教育行政�

　　　　回収増�
　　　　　　　　持ち去り対策�

�
　　「大地の森」�

　　　　　　　家賃助成�

通学区の選択制�
　　　　　新曽川口線の整備�

新曽中央地区� 平和的解決�

雇用・失業問題� �
待機者�

待機児童�

平和的解決�

寝たきりゼロ� �

寝た�

「ろうけん」�

男女共同参画社会� 教育行政�

　　　　回収増�
　　　　　　　　持ち去り対策�

「大地の森」�

　　　　　　　家賃助成�

通学区の選択制�
　　　　　新曽川口線の整備�

新曽中央地区� 平和的解決�

雇用・失業問題�� �
待機者�

待機児童�

岡嵜　郁子　議員�

深刻な　　　　　　　に�
　　　　　　積極的な取り組みを�

寝たきりゼロ�

寝た�

「ろうけん」�

男女共同参画社会� 教育行政�

　　　　回収増�
　　　　　　　　持ち去り対策�

�
　　「大地の森」�

　　　　　　　家賃助成�

通学区の選択制�
　　　　　新曽川口線の整備�

新曽中央地区� 平和的解決�

雇用・失業問題�� �
待機者�

待機児童�

雇用・失業問題�

▲散策路としての整備を▲武力行使には反対です

２
年
目
を
迎
え
た
地
域
福
祉

計
画
の
策
定
体
制
強
化
を

議
員

地
域
福
祉
計
画
は
、
策

定
過
程
か
ら
の
市
民
参
加
が
重

要
。

①
多
く
の
市
民
、
関
係
団
体
や

福
祉
・
医
療
の
専
門
家
の
参
加

を
ど
う
実
現
す
る
の
か
。

②
担
当
部
門
に
こ
だ
わ
ら
な
い

市
役
所
職
員
の
体
制
づ
く
り

を
。

福
祉
部
長

①
一
般
市
民
の
多

数
や
専
門
家
の
参
加
を
得
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
15
年

度
に
１
０
０
人
程
度
の
大
規
模

な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
地
域
の

日
常
生
活
に
お
け
る
見
守
り

等
、
実
際
に
体
験
・
活
動
し
な

が
ら
作
業
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

②
若
手
職
員
の
育
成
を
視
野
に

入
れ
た
、

横
断
的
な

体
制
づ
く

り
も
一
つ

の
考
え
で

あ
り
、
柔

軟
な
体
制

で
取
り
組

み
ま
す
。

▲住民参加でうるおいのあるまちづくりを

▲戸田市は中小事業所の多いまちです


